
地域自主組織の
　　　　これからは？

時間をかけて支援していく町長

農地集約の今後は

庄内地区の海岸清掃活動

【
大
原
】
米
価
の
低
迷
に

よ
り
、
飼
料
用
米
の
作
付

け
が
今
後
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
販
売
先

の
確
保
や
集
荷
設
備
の
大

型
化
な
ど
、
農
協
と
の
連

携
は
。

【
町
長
】
本
町
は
鳥
取

西
部
農
協
を
中
心
に
集

荷
・
販
売
し
て
い
る
。
平

成
26
年
度
産
飼
料
米
は
、

１
９
１
戸
か
ら
５
０
４
ｔ
が

主
に
養
豚
業
者
に
出
荷
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら

は
「
日
本
晴
れ
」
に
加
え
、

専
用
品
種
と
し
て
10
ア
ー

ル
あ
た
り
13
俵
と
れ
る「
北

陸
１
９
３
号
」
を
導
入
す

る
準
備
が
す
す
ん
で
い
る
。

町
も
連
携
し
て
推
進
す
る
。

【
大
原
】
新
た
な
荒
廃
地

を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

集
落
営
農
や
法
人
化
な
ど

の
さ
ら
な
る
推
進
が
必
要

で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
現
在
、
認
定
農

業
者
や
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

担
い
手
が
１
６
９
人
、
営

農
組
織
が
36
あ
り
、
こ
の

う
ち
４
組
織
が
法
人
化
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
だ
け
で
は

農
地
保
全
維
持
は
困
難
で

あ
る
。
過
剰
米
対
策
や
非

主
食
用
米
の
恒
久
的
制
度

化
な
ど
を
国
に
要
望
し
な

が
ら
、
営
農
組
織
の
普
及

増
加
を
推
進
す
る
。

大原　広巳  議員

農地集約の展望は？

飼料用米を推進する町長

吉原美智恵  議員

【
吉
原
】
こ
れ
ま
で
10
地

区
の
う
ち
５
地
区
の
自
主

組
織
が
設
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
理
念
は
、
町
財
政

が
厳
し
く
な
る
な
か
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
端
を
自
分

た
ち
で
考
え
て
担
い
、
住

民
自
ら
が
集
落
支
援
の
仕

組
み
づ
く
り
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

　
町
民
の
不
公
平
感
を
解

消
す
る
た
め
に
も
、
行
政

の
支
援
と
体
制
強
化
は
。

【
町
長
】
人
的
支
援
、
公

民
館
と
の
連
携
、
財
政
支

援
が
必
要
と
考
え
、
関
連

す
る
課
と
連
携
を
は
かって

い
る
。
残
る
地
区
は
急
が

ず
、
住
民
の
機
運
が
高
ま

る
の
を
待
つ
。

【
吉
原
】
自
主
組
織
の
担

い
手
は
、
将
来
の
姿
と
目

標
が
見
え
ず
不
安
と
い
う

声
を
発
し
て
い
る
。
行
財

政
改
革
の
一
端
を
担
っ
て

い
る
と
い
う
動
機
づ
け
や
、

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、

自
主
組
織
の
必
要
性
を
浸

透
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
自
ら
の
地
域
を

自
ら
の
手
で
つ
く
り
、
時

間
を
か
け
て
協
力
体
制
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を

支
援
す
る
。
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